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韓国青少年訪日団第 1，2団（招へいプログラム）の記録  

（対象国：韓国，テーマ：日本の地方の魅力を探る） 

 

1. プログラム概要 

 韓国全土から選抜された高校生等が，10 月 12 日から 18 日までの 6泊 7日の日程で

来日し,テーマ「日本の地方の魅力を探る」のもと，対日理解を深めました。 

 一行は東京都で長野県の魅力と観光に関する講義を受けるとともに，文化体験や視察，

学校訪問を行いました。その後，長野県へ移動し，ホームステイや学校訪問，企業訪問

等を行い,関係者との意見交換・交流等を実施しました。プログラム中，日本の先端技

術，訪問地域の地域活性化の取組み，特産物や伝統文化等に強い関心を示し，各々の関

心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。  

 また，帰国前の成果報告の場では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン

（活動計画）について各人が発表しました。 

 

【訪問地】 

東京都，山梨県，長野県，滋賀県，京都府 

 

2. 日程    

10 月 12 日（木） 成田国際空港から入国 

【視察】東京スカイツリー 

 

10 月 13 日（金） 

【講義】長野県の魅力と観光に関する講義 

【視察】（1団）山梨県立リニア見学センター，（2団）浅草地域 

 

10 月 14 日（土） 

【視察】浅川伯教・巧兄弟資料館，（2団）山梨県立リニア見学センター，（2団）山梨

県立富士山世界遺産センター 

【企業訪問】（1団）木下水引株式会社（祝儀用紙製品製造販売） 

【交流】（1団）ホームステイ対面式 

 

10 月 15 日（日） 

【交流】（1団）ホームステイ 

【文化体験】（2団）五平餅作り体験 

【視察】妻籠宿，馬籠宿 
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10 月 16 日（月） 

【交流】飯田市内学校訪問（学校紹介，授業体験，交流会 他） 

 

10 月 17 日（火） 

【視察】彦根城 

【文化体験】（1団）着物着付け体験，（2団）抹茶作り体験 

【視察】宇治上神社 

成果報告会 

 

10 月 18 日（水） 関西国際空港から帰国 

 

3. プログラム記録写真  

  

10 月 12 日【視察】東京スカイツリー 

（東京都墨田区） 

10 月 13 日【講義】長野県の魅力と観光に

関する講義（東京都港区） 

  

10 月 13 日【視察】山梨県立リニア見学セ

ンター（山梨県都留市） 

10 月 14 日【視察】浅川伯教・巧兄弟資料

館（山梨県北杜市） 
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10 月 14 日【企業訪問】（1団）木下水引株

式会社（長野県飯田市） 

10 月 14 日【交流】（1団）ホームステイ 

（長野県飯田市） 

  

10 月 14 日【視察】（2団）山梨県立富士山

世界遺産センター（山梨県都留郡） 

10 月 15 日【文化体験】（2団）五平餅作り

体験（長野県飯田市） 

  

10 月 15 日【視察】妻籠宿（長野県木曽郡） 10 月 16 日【学校交流】（1団）長野県飯田

OIDE 長姫高等学校（長野県飯田市） 
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10 月 17 日【視察】彦根城（滋賀県彦根市） 10 月 17 日【視察】宇治上神社 

（京都府宇治市） 

 

4. 参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 引率者 

・相手に対する配慮や親切心が身についている日本人の姿が大変印象的だった。他人に

迷惑をかけないように徹底した時間概念を持っているところは，本当に学ぶべき点だと

感じた。 

 

◆ 韓国 高校生 

 ・日本人と直接会話を重ねたことで，「他国の人」ではなく「友達」だと感じ，以前よ

りもさらに親近感を感じるようになった。学校訪問，ホームステイをはじめとする日本

人との交流は，いずれも甲乙つけ難いほどすべて良かった。 

 ・日本の地方を訪問し，旅行とは異なる新鮮な経験を味わうことができて良かった。

以前から大学での専攻を日本語にしようと考えていただが，その気持ちが強まった。 

 ・学校訪問やホームステイを通じて日本人の思いやりを感じ，肯定的なイメージが印

象に残った。日本に対する認識が変わり，文化や生活等，日本に対する関心が高まった。 

 ・多様な人々との交流を通じて，個々人の考えや感情を共有しながら視野を広げるこ

とができた。日本は想像以上にきれいで，日本人は親切だった。 

 ・交流を通じて知り合った縁を大切にしようとする日本人の姿が印象深かった。連絡

先を交換し，今後も関係を維持していきたい。日本に対する先入観が消えたことで，よ

り親近感を感じるようになった。 

 

5. 受入れ側の感想 

 訪問校関係者 

本校の特色あるカリキュラムを実際に体験していただいたが，訪日団一行が本校生徒

と交流しながら熱心に取り組んでくれ，本校としても良い交流機会となった。 

 訪問校関係者 

生徒にとって何事にも代え難い，大変貴重な経験をさせていただき，感謝している。 

 自治体関係者 



 

5 

温泉や学校交流等，訪日団一行が当地で楽しく充実した時間を過ごされ，大変うれし

く思っている。今後も是非当地を訪問していただきたい。 

 自治体関係者 

当地でホームステイ体験をしていただいたが，訪日団一行が日本語や日本についてよ

く勉強してきており，受入家庭の皆さんも感激していた。当地のような農村地域におい

て国際交流感覚を養う絶好の機会となった。 

 訪問企業関係者 

日本文化に関心が高い方ばかりで，大変熱心に視察いただいた様子が印象的だった。

地域の伝統文化を守りながら，時代にあった製品を作り続けている当社の取組みを伝え

ることができた。 

 

6. 参加者の対外発信 

 

 

スカイツリーについての発信 

日韓青少年交流 1日目 

夜になり，さらに素敵なスカイツリーとお

いしい夕食。ありがとうございます。 

旅館体験についての発信 

月下美人という旅館に宿泊した。夕食が大

変おいしく，旅館の方々も非常に親切で本

当に最高だ。部屋も畳で不思議だ。 
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企業訪問についての発信 

韓国文化のために尽力された方 （々※浅川

伯教・巧兄弟）を称える博物館に行った。

水引の工場にも行ったが，本当に美しく，

高級感があった。 

長野県についての発信 

訪日団 4日目 

伝統料理の五平餅を作り，日本の伝統家屋

を見学し，温泉旅館で一日を終えた。少し

疲れたが面白かった。  

 

7. 報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

  

1 団は，学校での活動やＳＮＳ等を通じて，

まだ韓国で知られていない日本の地域を

積極的に知らせていくとともに，日本の科

学技術力等，日本について広く周知させて

いきたいという声が多く挙がった。 

2 団も学校訪問や文化体験を通じて初めて

知った日本の魅力について，改めて認識を

共有するとともに，今後，韓国における対

日理解促進に寄与するためには何ができ

るかを発表した。 

（了） 


